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センターにおける品質確保の取組み
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１. システム運用におけるセンターの関わり Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER 

平成30年5月1日、2日350委員会 技管課池村PP抜粋
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Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER 

（１）品質確保に関する普及・啓発

（技術講習会）

（３）e-Learningシステムの作成と運用
（４）コンクリート施工記録の整理・登録、分析公表

（データベースシステム）

（２）施工状況把握に関する現場研修支援等

２. 建設技術センターの役割



３. データから見る山口システムの効果 Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER 

◆コンクリート施工記録のデータの公表場所

整理番号のクリックでコンクリート施
工記録がＰＤＦ形式で確認
①リフト図 ②コンクリート打込み管理表 ③ひび割れ調査票
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●施工者作成の

記録を再チェック

●センター担当職員

がエクセルシート

に直接入力

●センターHPで

公表

データベース化

必要なデータを抽出し
「エクセル」の集計表へ

整理・登録

①リフトデータ ②コンクリート
打込み管理表

③ひび割れ調査票

現行システム 【エクセル形式】

※不適切・不正確な

データの排除

Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER ３. データから見る山口システムの効果



【コンクリート施工記録データ集計表（平成３１年３月現在）】

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 Ｈ27 H28 H29 H30 合　計

 BOX・側壁 17 5 10 28 11 5 5 2 1 6 7 2 6 0 105

 橋脚・柱 0 8 82 32 19 0 0 2 15 9 28 11 11 0 217

 橋台・たて壁 2 23 58 34 36 6 11 15 22 24 26 11 24 1 293

 橋台・胸壁 1 10 24 23 13 4 8 5 6 8 14 8 6 1 131

 擁壁・たて壁 0 12 18 1 0 8 5 3 2 7 0 0 0 0 56

 そ　の　他 19 19 188 179 99 20 27 39 68 72 86 62 72 3 953

計 39 77 380 297 178 43 56 66 114 126 161 94 119 5 1,755

累　　　計 39 116 496 793 971 1,014 1,070 1,136 1,250 1,376 1,537 1,631 1,750 1,755
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平成19年4月の運用開始から1755件を蓄積

コンクリート施工記録データ集計表（平成31年3月現在）

Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER 

①データベースについて

３. データから見る山口システムの効果
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◆データベースの登録データからひび割れ抑制対策の分析・検討へ。

②データベースの活用

○設計、施工へ

⇒設計段階で、ひび割れ抑制対策の分析に活用。

（例）施工時期の検討や、補強鉄筋等の検討。

（「2018」ガイドより抜粋）

Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER ３. データから見る山口システムの効果

※多くの施工者は、自社の所有データだけでは（データが少ない）検討に限界があるが、
公表のデータベースを活用することで、検討が可能。

（ただし、データベースのデータもまだまだ蓄積段階）
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Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER 

ひび割れ発生状況
③山口システムの効果

３. データから見る山口システムの効果



10

Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER ４. 研修内容

（２）施工状況把握に関する現場研修支援
◆ 施工状況把握の「目的」を理解

（１）既設構造物研修

◆ 品質確保システムの「効果」を理解

～発注者に対して実施～

既設構造物から
施工時の不具合
を推察し、施工
時に確認するポ
イントを説明

⇒

施工時に発注者
が確認する視点
を説明する

システム導入前 システム導入後

施工現場に臨場

施工チェックシートの活用

現場振り返り

表層品質の向上

目的・評価項目の説明



沈みひび割れ
(隅角部)

砂すじ
打重ね線沿いのひび割れ

鉛直方向のひび割れ（温度ひび割れ）

2.4m3.7m 1.8m 4.5m

沈みひび割れ
(セパコン部)
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水平打継目

斜め方向のひび割れ

Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER ４．１ 既設構造物研修

【事例：既設構造物から学ぶ】



Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER 

コンクリートのひび割れと品質管理

施工の原因を減らす工夫 【表層目視を体験して原因を推定】

～施工前の対策～

４．１ 既設構造物研修

目視評価シートを用いて施工時の施工状況を推定し、今後の施工に役立てる研修に利用



Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER 

コンクリートのひび割れと品質管理 ～施工時に要対策～

①沈みひび割れ

原因 ：ブリーディングによる水の上昇や締固め不足により、コンクリートが沈下した場合、
セパレータコーンや鉄筋等で不等に沈下して発生する。

発生場所 ：スラブと柱の接合部等、打込み高さが変化している部分や、セパレーター
コーン下でよく見られる。

対応 ： コンクリートのブリーディング水が少ない材料を使用する。バイブレータの締固め
時間に気を付ける。鉄筋密度による施工性の低下による対応などを考察する。

【セパレータコーン跡下方】 【沈みひび割れが繋がったもの】

４．１ 既設構造物研修



Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER 

コンクリートのひび割れと品質管理

】 【

② 表面気泡

原因 ： 気泡が上昇しないまま硬化してしまい、表面気泡が発生する。
過度に長い時間のバイブレーターの振動でも発生する。

発生場所 ： 傾斜している型枠面やコンクリートのスランプが大きいほど発生しやすい。

対応 ： バイブレーター振動時間、振動方法の工夫、構造物に合った振動方法などを
考察。

【橋台たて壁】【BOX側壁】

～施工時に要対策～

４．１ 既設構造物研修



【橋台たて壁】 【BOX 側壁】

③打重ね線

原因 ：前に打込まれたコンクリートの上にコンクリートを打ち重ねたときに、表れる
明瞭な線。一体化しない場合をコールドジョイントという。

発生場所 ： コンクリートの打継目に生ずる。

対応 ： コンクリート打設時間、バイブレーターが下層まで入っているかなどを確認する。

Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER 

コンクリートのひび割れと品質管理 ～施工時に要対策～

４．１ 既設構造物研修



④型枠継目のノロ漏れ・豆板

原因 ： コンクリート打込み時の材料分離・締固め不足・型枠下面からのセメントペーストの漏
れ等によって生じる。

発生場所 ：型枠の継目部に発生する。

対応 ：型枠どうしが密に設置しているか、また堅固に設置しているかなどを確認する。

【橋梁下部工】 【橋梁下部工】

Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER 

コンクリートのひび割れと品質管理 ～施工時に要対策～

４．１ 既設構造物研修



Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER 

コンクリートのひび割れと品質管理

⑤面的な砂すじ

原因 ：ブリーディング水が、せき板に沿って上昇し、細骨材が縞状に露出したもの。

発生場所 ：ブリーディング水が多いコンクリートの場合に発生する。

対応 ：ブリーディング水を取る。次回搬入協議は生コン配合を協議するなど。

【橋梁下部工】【橋梁下部工】

～施工時に要対策～

４．１ 既設構造物研修



Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER 

コンクリートのひび割れと品質管理

⑥【補足】うち重ね線の区別

【悪い打重ね】 打ち重ねの上下で施工による不具合がある

【良い打重ね】

打ち重ねの上下で施工による不具
合が無い

（線はコンクリートや型枠の形状に
よるもの）

～施工時に要対策～

４．１ 既設構造物研修



Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER 

コンクリートのひび割れと品質管理

施工の原因を減らす工夫

・チェックシートによる施工状況把握の
「目的」は、発注者の監督職員がコンク
リートの打込みに臨場し、施工の基本
事項の遵守を適切に把握し、必要に応
じて指示や協議を行い、施工者の品質
管理を支援していく

【施工状況把握チェックシートの活用】

～施工時の対策～

４．２ 施工状況把握研修



Yamaguchi  pref. CONSTRUCTION TECHNOLOGY CENTER 

おわりに

（一財）山口県建設技術センターのホームページでは、デー
タベースの公開のほか、コンクリートの施工状況把握のために
研修として活用できるe-learningシステムも公開していますので、
ぜひ、ご活用して頂ければ幸いです。

ご清聴ありがとうございました。
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今後に向けて


